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毎
年
５
月
は
「
自
転
車
月
間
」

と
し
て
、
自
転
車
利
用
者
の
交
通

ル
ー
ル
の
遵
守
・
交
通
マ
ナ
ー
の

向
上
を
図
る
取
り
組
み
が
全
国
的

に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
埼
玉
県

な
ど
九
都
県
市
で
も
、
広
域
的
に

連
携
・
協
力
し
て
、
一
斉
に
自
転

車
マ
ナ
ー
向
上
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
自
転
車
も 

の
れ
ば
車
の 

な
か
ま
い
り
」で
す
。

取
り
組
み
の
重
点
は
、
九
都
県
市

共
通
で
「
自
転
車
交
通
ル
ー
ル
の

遵
守
及
び
マ
ナ
ー
の
向
上
（
特
に

自
転
車
安
全
利
用
五
則
の
周
知
徹

底
）」「
自
転
車
の
点
検
整
備
の
促

進
」、
埼
玉
県
で
は
「
自
転
車
損

害
保
険
等
へ
の
加
入
促
進
」「
幼

児
・
児
童
お
よ
び
生
徒
・
高
齢
者

の
自
転
車
乗
用
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
着
用
促
進
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

歩
行
者
、
自
転
車
お
よ
び
自
動

車
等
が
と
も
に
安
全
に
通
行
で
き

る
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
自
転
車
マ

ナ
ー
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み

に
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

自
転
車
も 

の
れ
ば
車
の 

な
か
ま
い
り

　

交
通
災
害
共
済
は
、
皆
さ
ん
が

会
費
を
出
し
合
い
、
交
通
事
故
に

よ
っ
て
死
亡
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き

に
見
舞
金
を
お
支
払
い
す
る
相
互

扶
助
制
度
で
す
。

■ 

共
済
期
間　

平
成
27
年
３
月
31

日
ま
で
（
加
入
者
が
他
市
町
村

へ
転
出
し
た
場
合
で
も
共
済
期

間
内
は
有
効
で
す
）

■ 

共
済
会
費　
【
一
般
】９
０
０
円

　
【
中
学
生
以
下
】５
０
０
円

（
中
途
加
入
も
同
額
）

■ 

対
象
と
な
る
交
通
事
故　

日
本

国
内
の
道
路
上
で
起
き
た
自
動

車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
等
に
よ

る
衝
突
、
接
触
、
転
落
、
転
覆

な
ど
の
事
故
、
ま
た
は
歩
い
て

い
て
こ
れ
ら
の
車
両
に
は
ね
ら

れ
た
り
、
ひ
か
れ
た
り
し
た
事

故
な
ど

■ 

見
舞
金　
【
死
亡
時
】１
２
０
万

円　
【
傷
害
１（
交
通
事
故
証
明

書
が
得
ら
れ
る
場
合
）】入
院
１

日
に
つ
き
２
０
０
０
円　

な
ど

■ 

申
込
場
所　

役
場
生
活
環
境
課

（
庁
舎
２
階
）、役
場
東
出
張
所
、

鳩
山
郵
便
局
、
鳩
山
鳩
ヶ
丘
郵

便
局

■
問
合
せ　

役
場
生
活
環
境
課


２
９
６

－

５
８
９
４

交
通
災
害
共
済
に

　

加
入
し
ま
し
ょ
う

交通ルールの遵守・マナー向上、
点検整備・損害保険等への加入・ヘルメットの　  着用を

自転車マナー  アップ自転車マナー  アップ で

安全安心な  まちにしよう安全安心な  まちにしよう

講演会で危険意識を向上
　町ふれあいセンターで２月20日、
「西入間警察の交通・防犯の講演で
安全安心なまちづくりに役立てよ
う」と題した、交通・防犯に関する
講演会が開催され、平成25年12月
の改正道路交通法における自転車
利用への新ルールや、迷惑駐車問
題について意識を高めました。

交通事故の発生事例について
説明する西入間警察署署員

自転車交通
ルールの遵守・
マナー向上を

守ろう！自転車安全利用５則 22

33

44

55

車道が原則、歩道は例外

車道は
　　左側を通行

歩道は
歩行者優先で、
車道寄りを徐行

安全ルール
　　　を守る

子どもは
　ヘルメット
　　を着用

〇××
　自転車は、道路の左側の端に
寄って通行しなければなりません。

●飲酒運転の禁止
●二人乗りの禁止
●並進の禁止
●夜間はライト点灯
●信号遵守
● 交差点での一時停止・
安全確認

　児童・幼児の保護者の方
は、児童・幼児に乗車用ヘ
ルメットをかぶらせましょ
う。
　児童・幼児以外の方も乗
車用ヘルメットをかぶるよ
うにしましょう。

　歩道では、歩道の中央から
車道寄りの部分を徐行しなけ
ればなりません。
　また、歩行者の通行を妨げ
ることになる場合は、一時停
止をしなければなりません。

歩道を通行する
場合でも ･･･

５月以降受付開始

臨時福祉給付金（簡素
な給付措置）と
子育て世帯臨時特例給
付金の給付について
　消費税率８％への引き上げに対
し、低所得者への負担軽減のため、
暫定的・臨時的な措置として「臨時
福祉給付金」を支給します。また、
子育て世帯の影響を緩和し、子育て
世帯の消費の下支えを図る観点から
「子育て世帯臨時給付金」を支給しま
す。

【臨時福祉給付金】
■支給対象者　平成26年１月１日に
町の住民基本台帳に登録されている
方で、平成26年度分町民税（均等割）
が課税されない方　※ご自身を扶養
している方が課税される場合および
生活保護制度の被保護者となってい
る場合は対象外
■給付額　支給対象者１人につき１
万円　※老齢基礎年金、障害基礎年
金、遺族基礎年金等および児童扶養
手当、特別障害者手当等の受給者は
５千円が加算されます。
【子育て世帯臨時特例給付金】
■支給対象者　基準日（平成26年１
月１日）における平成26年１月分の
児童手当（特例給付を含む）の受給者
で、平成25年中の所得が児童手当の
所得制限に満たない方
■対象児童　支給対象者の平成26年
１月分の児童手当（特例給付を含む）
の対象となる児童　※臨時福祉給付
金の対象者および生活保護の被保護
者等は対象外
■給付額　対象児童１人につき１万
円　

■申請時期　５月～８月（予定）
■申請方法　現在準備中です。具体
的な申請時期や手続き方法が決まり
次第、町のホームページや広報紙な
どでお知らせします。
■問合せ　役場健康福祉課

296-1241

　自転車は、道路交通法上、軽車両と位置付けら
れています。
　そのため、歩道と車道の区別がある道路では、
車道通行が原則です。
例外 ＜歩道を通行できる場合＞
◇道路標識・道路標示で歩道通行可の場合
◇13歳未満の子ども
◇70歳以上の高齢者
◇車道通行に支障がある身体障がい者
◇ 車道または交通の状況に照らして、自転車の
　通行の安全を確保するため、歩道を通行する
　ことがやむを得ないと認められるとき


